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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は雪距離空問の閉連続像いわゆるラスネフ空問を中心としてヨある種の良好な条件をもつ
空問の閉連続像として表わされる空間の種々の有効な性質を満たすことをヨ特にk空間との関連に
おいて論じている。論文は3章からなり雪それぞれの章の主定理はつぎのようなものである。（1）童
を距離空問Xから位相空間Yへの閉連続写像とするとき骨Yの各点yについて∂f一三（y）（＝f－1（y）のYで
の境界）がリンデレフ空間となるための必要かつ十分な条件は、Yが点可算kネットワークをもつ
ことである。（2）Xをフレッシュ空間または各点がG。集合となるk空間とし争Yを点可算型の正規空
問のZの閉連続像とする。このとき、Xは強い意味でのフレッシュ空間であるかあるいはYの各点
yについて∂f－1（y）が局所可算コンパクトとなる。この系としてつぎの結果が得られている。Xがラ
スネフ空問またはCW複体であり雪Yが距離空問Zの閉連続像であってヨ∂重一王（y）が局所コンパクトで
ないかあるいはCコンパクト（Cは連続濃度）でないような点y。を坐む空問とする。このとき曾積空
間XxYがk空問となる必要かつ十分な条件は曾Xが局所コンパクト距離空問となることである。（3）
連続体仮説の下にヨXとYをラスネフ空間とするとき書積空聞X×Yがk空間となる必要かつ十分な
条件はヨつぎの条件の1つが成立することである。（1）XヨYの双方が距離空間。（ii）XとYのいずれ
かが局所コンパクト距離空間。㈹局所コンパクト閉集合からなるXの可算被覆｛X｛｝が存在してラ
Xは｛Xオ｝に関して弱位相を持つ。運続体仮説の仮定はうXとYが距離空間のs・閉連続像となる場合
は除くことが出来る。
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審　　査　　の　　要　　旨
　一般に位相空問上の連続写像が像空間に与える性質はヨコンパクト性とか連続性てか極めて少し
しか知られない。然し閉違続像を考慮する場合。領域空間の多くの性質が像空間に伝達される。こ
の意味で、距離空間の閉連続像であるラスネフ空問についてはヨ位相空間論や次元論においてその
構造の研究が強力に進められて来ている。著者の最初の結果はラ点可算kネットワークをもつとい
う強い条件が閉違続写像に附加された比較的に弱い条件で判定出来るという意味で興味深い。積空
間X×Yがk空問となるためにXとYが満たすべき条件を見出すことはヨ古くから注目されている問
題の1つであるがヨ完全には解決されていない。著者はラ第2の主定理においてXがフレッシュ空
間でYが第五可算空間の場合う第3の主定理においてはXとYが共にラスネフ空間の場合に、積空
間X×Yがk空間となる必要かつ十分な条件を与えている。著者の研究はラスネフ空問の内部構造の
研究に先駆的な役割を果たすものであり高く評価される。また証明においても極めて有効な方法を
あみ出しており興味深い。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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